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自動車のアッパーバック周りを模擬したテストピース（Fig.1）を作成し、ウレタンとフェルトを配置した場合の音源側から、
車室側への吸音、遮音性能の変化を計測により確認した。
FEモデル（Fig.2）を作成し、ウレタンとフェルトは内部空気を複素密度と複素体積弾性率でモデル化し、空間のモード減衰に
対する各吸音要素の減衰寄与率からモード損失係数を求めた。解析精度検証実験を行い、十分な解析精度であることを確認し
た（Fig.3）。解析モデルのウレタンとフェルトの厚さ変更して再計算を行い、1/3オクターブ周波数毎でどの厚さが最も減音
しているか確認した。
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Fig。2 FE model 

Fig。1 Experimental setup 
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